
小樽商科大学 卒業論文 （昭和59年度）

年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和59 6720 合理的期待の下での確率的制御
昭和59 6721 経済時系分析
昭和59 6722 標本調査の理論
昭和59 6723 ロッテルダムモデルにおける消費者需要理論の配分問題
昭和59 6724 確率・情報理論と統計分析
昭和59 6725 時系列分析と経済学への応用例
昭和59 6726 IS-LM分析に関して
昭和59 6727 インフレ過程の貨幣的分析
昭和59 6728 需要曲線と消費水準の分析
昭和59 6729 GREAT ECONOMETRICS -計量経済学の一研究-
昭和59 6730 消費構造の分析
昭和59 6731 計量経済学説史に関する基礎的研究
昭和59 6732 情報量基準AIC -その導出と実際-
昭和59 6733 消費構造の分析

昭和59 6734
消費関数の基礎理論　-消費関数論争にみる諸仮説の主たる論点とその
特徴-

昭和59 6735 相関分析、因子分析による都道府県構造分析
昭和59 6736 企業の理論
昭和59 6737 多変量解析モデル研究　-諸分析法の比較・検討-
昭和59 6738 夕張にみる経済的研究
昭和59 6739 マクロ経済政策のあり方について
昭和59 6740 アメリカにおけるケインズ経済学の再検討

昭和59 6741
会計処理に関する会計関連諸法律、規則及び原則と会計理論との対比に
ついて

昭和59 6742 現代資本主義とケインズ経済学
昭和59 6743 アメリカにおける小売業の形成とその革新
昭和59 6744 イギリス初期工場立法の歴史と背景
昭和59 6745 1844年のピール銀行条例の成立とその国際的意義

昭和59 6746 18～19世紀のイギリス綿工業における経営形態　-工場制度を中心として
-

昭和59 6747 日本の会社と労働者
昭和59 6748 ケインズ伝　-John Maynard Keynes-
昭和59 6749 電電公社の民営化について
昭和59 6750 帝国主義段階におけるイギリス機械工業とASE
昭和59 6751 イギリス自由貿易体制の完成と財政
昭和59 6752 1930年代のイギリス経済分析
昭和59 6753 マニュファクチュアの展開構造に関する論考
昭和59 6754 19世紀イギリスにおける公衆衛生問題
昭和59 6755 両大戦間までのマーチャント・バンクの変遷
昭和59 6756 産業革命期における企業者及び実業家としてのアークライト像

昭和59 6757
ドストエフスキーとチェルヌィシェフスキー　-「地下室の手記」と「何をなすべ
きか」を中心に-

昭和59 6758 日本的経営の現状と将来展望

昭和59 6759
北海道における松前藩成立後の蝦夷交易と経済発展　-場所請負制度を
中心に-

昭和59 6760 近世の陸上交通
昭和59 6761 飢饉について考える　-天明の大飢饉を中心として-
昭和59 6762 技術革新と労働　-最先端技術のゆがみ-
昭和59 6763 勝海舟　-近代日本を夢みた平和主義的リアリスト-
昭和59 6764 オートメーションと社会の発展
昭和59 6765 中世における年貢の代納化と代銭納
昭和59 6766 戦後期における天皇制形態の変遷
昭和59 6767 北方領土問題の歴史と将来
昭和59 6768 東蝦夷地における場所請負制　-厚岸・釧路場所を中心に-
昭和59 6769 島原の乱に於ける農民意識とキリスト教
昭和59 6770 五代友厚論
昭和59 6771 平田　篤胤の思想　-幽冥観を中心に-
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昭和59 6772 教育にみるルソー思想　-「エミール」による考察-
昭和59 6773 わが国における婦人労働の現状と今後の展望
昭和59 6774 高度先端技術における日米摩擦
昭和59 6775 先端技術と北海道　-経済の活性化をめざして-
昭和59 6776 わが国における公的年金制度の現状とその問題点
昭和59 6777 発展途上国における一次産品問題
昭和59 6778 日本農業の将来　-自立した農業のために望ましいあり方について-
昭和59 6779 アジア中進国　-その発展過程と今後-
昭和59 6780 高齢化社会と雇用
昭和59 6781 福祉政策と財政　-高齢化社会における年金と医療-
昭和59 6782 わが国と東南アジアにおける直接投資にまつわる摩擦
昭和59 6783 老人福祉・医療とウェル・エージング
昭和59 6784 技術革新の進展と雇用の変化
昭和59 6785 社会保障における財政的及び社会的問題
昭和59 6786 国鉄の分割・民営化に関する是非論
昭和59 6787 アジアの南北問題
昭和59 6788 海外直接投資の新アプローチ
昭和59 6789 高齢化社会における労働と生活
昭和59 6790 間接税の分析と展望　-個別消費税を中心として-

昭和59 6791
レイヤード＝ウオルターズ「ミクロ経済学」の中での準凹性の取り扱いに関
する考察

昭和59 6792 マクロ動学モデルによる安定政策の検討
昭和59 6793 合理的期待形成に関する諸考察
昭和59 6794 企業集中と参入障壁について
昭和59 6795 ポートフォリオ分析の概論
昭和59 6796 日米農産物摩擦と日本農業
昭和59 6797 日米経済摩擦　-鉄鋼、自動車摩擦に於ける検証-
昭和59 6798 日米間の国際収支不均衡と経済摩擦
昭和59 6799 技術移転についての考察　-導入国の立場からの日本・韓国比較-

昭和59 6800
金融の国際化と日本経済　-1984年日本の金融の国際化は如何なる意味
を持つか-

昭和59 6801 直接投資の理論　-小島モデルと特殊的要素モデル-
昭和59 6802 金融の信用秩序の維持
昭和59 6803 ハイパーインフレーションの収束
昭和59 6804 利子率の期間構造
昭和59 6805 財政赤字の諸効果と財政均衡化
昭和59 6806 外国為替の直物相場と先物相場についての分析
昭和59 6807 ユーロ・シンジケート・ローン
昭和59 6808 ユーロ・ダラー市場　-信用創造と市場成長要因-
昭和59 6809 国際収支の動向と展望
昭和59 6810 オイル・マネーと国際通貨問題
昭和59 6811 外国為替の損益
昭和59 6812 荷為替信用状論
昭和59 6813 変動相場制下における円相場の動向
昭和59 6814 変動相場制度への移行
昭和59 6815 中央銀行の為替市場介入問題
昭和59 6816 財の世界

昭和59 6817
寡占体制とマーケティング　-マーケティング活動における競争構造の分析
-

昭和59 6818 戦略的マーケティングの理論

昭和59 6819
シミュレーション・モデル　-昭和59年度山下ゼミナール合宿に於けるビジネ
スゲームの理論的考察-

昭和59 6820 イメージの認知に基づくCIの理想的概念　-企業がCIに求めるもの-
昭和59 6821 マーケティング組織戦略とマーケティング情報システム
昭和59 6822 需要予測　-そして販売計画-
昭和59 6823 セールスマン活動の現状と課題
昭和59 6824 トヨタ生産方式の展開
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昭和59 6825 ニューメディアと広告
昭和59 6826 販売員努力の有効性の決定要因
昭和59 6827 貨幣と経済　-マネタリストたちの見解-　ウイリアム・プール
昭和59 6828 貨幣と経済　-マネタリストたちの見解-
昭和59 6829 貨幣理論
昭和59 6830 金融規制緩和と通貨管理　-1980年法の歴史的展望と影響-
昭和59 6831 英貨金融市場
昭和59 6832 ユーロ銀行
昭和59 6833 ポンド金融市場
昭和59 6834 カルダー教授のイギリスマネタリズムに関する講演　～前半
昭和59 6835 英貨金融市場
昭和59 6836 ユーロバンク
昭和59 6837 1980年代におけるアメリカ通貨政策とヨーロッパの動向
昭和59 6838 アメリカ金融政策とユーロダラー市場構造
昭和59 6839 カルダー教授のイギリスマネタリズムに関する講演　～後半
昭和59 6840 貨幣と経済　-マネタリストたちの見解-
昭和59 6841 建設業の現状と展望
昭和59 6842 我が国の金融機関の構造変化　-銀行業務の変遷-
昭和59 6843 カントリー・リスク　-国際資金フロー-
昭和59 6844 経営学におけるバーナードの位置づけ
昭和59 6845 バーナード組織論脱構築のための一試論
昭和59 6846 バーナードにおける組織と疎外
昭和59 6847 バーナード理論におけるイデオロギーの二面性

昭和59 6848
バーナードにおける人間と組織　-ウェーバー官僚制理論とバーナード組織
論-

昭和59 6849 経営理念と二つの文化
昭和59 6850 戦後日本における企業集団の特質　-旧財閥系を中心として-
昭和59 6851 国内民間企業の企業内部門別独立採算制
昭和59 6852 イギリスロイズにおける保険事業形態
昭和59 6853 ベンチャービジネス論
昭和59 6854 日米貿易摩擦と政府・企業の対応
昭和59 6855 小集団活動
昭和59 6856 組織風土の有効性
昭和59 6857 役割知覚からのストレスと職務満足　-モデレータの存在意義-
昭和59 6858 リーダーシップ・スタイル　-その有効性測定のためのアプローチ-
昭和59 6859 リーダーシップの有効性　-フィドラーのセオリーとパス・ゴールセオリー-
昭和59 6860 労働意欲の決定要因
昭和59 6861 ナチスの社会心理学
昭和59 6862 組織内におけるパワー現象
昭和59 6863 女性管理者のリーダーシップ
昭和59 6864 Montgomery's Children
昭和59 6865 広告コミュニケーション　-社会心理学的アプローチ-
昭和59 6866 離職
昭和59 6867 管理者及び被管理者の職務態度
昭和59 6868 コンピュータによる経営分析
昭和59 6869 財務分析のシミュレーション
昭和59 6870 待ち行列理論とその応用　-食堂モデルのコンピュータ・シミュレーション-
昭和59 6871 オペレーションズ・リサーチにおける待ち行列理論とその応用　-スーパー

昭和59 6872
新興企業の戦略の比較研究　-売上高一兆円を越えたホンダ、ソニー、ダ
イエーを対象として-　（上）

昭和59 6873
新興企業の戦略の比較研究　-売上高一兆円を越えたホンダ、ソニー、ダ
イエーを対象として-　（中）

昭和59 6874
新興企業の戦略の比較研究　-売上高一兆円を越えたホンダ、ソニー、ダ
イエーを対象として-　（下）

昭和59 6875 会計情報ディスクロージャーの拡張　-会計情報の属性からの一考察-
昭和59 6876 社会会計
昭和59 6877 棚卸資産会計
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昭和59 6878 会計公準論
昭和59 6879 インフレーション会計論
昭和59 6880 会計測定論
昭和59 6881 資産概念についての一考察
昭和59 6882 外貨換算会計に関する一考察
昭和59 6883 損益分岐点分析の線型計画法への拡張
昭和59 6884 多品種生産企業における利益計画
昭和59 6885 事業部業績管理会計における振替価格設定

昭和59 6886
企業倒産予測モデル開発における一考察　-財務比率のもつ企業倒産予
測能力-

昭和59 6887 直接原価計算による価格決定
昭和59 6888 事後最適分析論
昭和59 6889 コスト・コントロールにおける原価標準の設定と標準原価差異分析
昭和59 6890 損益分岐点分析の展開
昭和59 6891 原価と価格設定
昭和59 6892 投資決定モデルの検討
昭和59 6893 CVP分析の展開
昭和59 6894 利益計画と短期資金計画
昭和59 6895 意思決定原価計算における特殊原価調査
昭和59 6896 コスト・マネジメント　-計画・統制機能を中心として-
昭和59 6897 直接原価計算の多目的利用について
昭和59 6898 事業部制における業績評価
昭和59 6899 設備投資の経済性計算について
昭和59 6900 管理会計体系論の変遷について一考察
昭和59 6901 変動予算論
昭和59 6902 損益分岐点分析に関する考察
昭和59 6903 企業誘致政策の変更と信頼保護
昭和59 6904 地方議会議員の懲罰をめぐる法的諸問題
昭和59 6905 大阪国際空港の差止請求に関する判例評釈
昭和59 6906 河川管理責任と被害者救済の限界
昭和59 6907 食品衛生法の確立と被害者救済制度
昭和59 6908 科学裁判
昭和59 6909 国家賠償法1条の国家責任の性質
昭和59 6910 行政訴訟における訴訟用件に関する現在の動向
昭和59 6911 違反建築給水拒否事件をめぐって
昭和59 6912 マスコミと名誉・プライヴァシー
昭和59 6913 プライバシーの権利　-その本質と保護立法についての検討-
昭和59 6914 日本国憲法に於ける参政権の一考察　-国政レベルを中心として-
昭和59 6915 死刑と残虐な刑罰
昭和59 6916 別件逮捕・匂留
昭和59 6917 精神病院における人権侵害
昭和59 6918 アクセス権とその可能性
昭和59 6919 抵抗権
昭和59 6920 憲法第9条と自衛権および自衛力
昭和59 6921 土地所有権と公共の福祉に関する諸問題
昭和59 6922 冤罪の構造
昭和59 6923 男女雇用機会均等法　-努力義務規定と禁止規定-
昭和59 6924 債権者代位権制度における無資力要件における考察
昭和59 6925 重婚的内縁の対外的効力　-事故死に対する損害賠償を中心として-
昭和59 6926 母の認知
昭和59 6927 根抵当権の被担保債権の範囲
昭和59 6928 いわゆる隣人訴訟についての考察
昭和59 6929 民法177条と94条2項類推適用の統合的把握について
昭和59 6930 交通取締りの法的問題
昭和59 6931 刑事補償法
昭和59 6932 包括的根保証における保証人の責任
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昭和59 6933 中間省略登記についての一考察
昭和59 6934 法律行為の取消と登記
昭和59 6935 任意的訴訟担当の許容性
昭和59 6936 弁論主義と「主要事実　-間接事実の区別の法理」についての一考察
昭和59 6937 多数当事者紛争の救済制度としてのクラス・アクションについて

昭和59 6938
わが国における集団訴訟について　-クラス・アクション導入についての考
察-

昭和59 6939 債権者代位訴訟における諸問題
昭和59 6940 共同代表と表見代表取締役
昭和59 6941 株券の除権判決
昭和59 6942 代表取締役の権限と専断的行為権限濫用行為の効力
昭和59 6943 監査役の権限
昭和59 6944 決議取消の訴と裁量棄却
昭和59 6945 取締役の会社に対する責任
昭和59 6946 手形の裏書の連続について
昭和59 6947 共同代表と表見代表取締役
昭和59 6948 商行為の代理　-商事代理における非顕名主義-
昭和59 6949 法人格否認の法理の展開
昭和59 6950 建設業界における談合入札問題
昭和59 6951 失火責任法における重過失に関する一考察　-その判断基準の明確化-
昭和59 6952 人身損害賠償システムの比較法的考察　-交通事故を中心に-
昭和59 6953 救助における一般的義務の研究　-好意による行為における権利義務-
昭和59 6954 コピー社会と著作権
昭和59 6955 サラ金問題の推移　-消費者信用を考えて-
昭和59 6956 精神医療法制の方向
昭和59 6957 改正区分所有法と賃借人の権利義務
昭和59 6958 環境権論について
昭和59 6959 農地細分化問題
昭和59 6960 交通騒音公害について

昭和59 6961
スポーツ事故問題と損害賠償責任　-スキー等レジャースポーツにおいて
の事故とその損害賠償-

昭和59 6962 日本のプライバシー権について
昭和59 6963 共同不法行為論
昭和59 6964 個人と国家
昭和59 6965 農業基本法の矛盾とこれからの農業政策　-食糧自給率向上のために-
昭和59 6966 やさしいファシズム入門
昭和59 6967 日本人の英語・日本人と英語　-語学開国のための英語教育-
昭和59 6968 日韓併合に至る朝鮮の諸問題
昭和59 6969 アメリカの食糧戦略
昭和59 6970 移民の国オーストラリア　-白豪主義を中心にして-
昭和59 6971 新しい情報秩序確立のために
昭和59 6972 ノウ・ハウの法的性質およびその国際的保護
昭和59 6973 属人法決定の規準
昭和59 6974 分裂国家の国民の本国法の確定
昭和59 6975 特許ライセンス契約と救済法
昭和59 6976 職務発明の法的問題
昭和59 6977 国際契約に対する強行法規の介入

昭和59 6978
ニューテクノロジーの発達と著作物の私的使用　-著作権法30条を中心とし
た問題-

昭和59 6979 著名商標の保護について
昭和59 6980 コンピューター・ソフトウェアの法的保護
昭和59 6981 発展途上国をめぐる国際的技術移転
昭和59 6982 国内救済の原則の歴史的考察
昭和59 6983 システム・ダイナミックスによる小樽市都市モデル
昭和59 6984 積みかえのある輸送問題
昭和59 6985 ターンパイクモデル(多部門最適化モデル)
昭和59 6986 三次元コンピュータ・グラフィックス　-隠面・隠線処理を中心として-
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昭和59 6987 パズルの解法における線形計画法の活用
昭和59 6988 分枝限定法を中心とした組合せ計画問題の解法
昭和59 6989 LISPによるLOGOインタプリタの製作
昭和59 6990 分解原理
昭和59 6991 改訂　単体法
昭和59 6992 単体法パッケージの作製
昭和59 6993 群緩和法
昭和59 6994 ULISPによるデータベースの一考察
昭和59 6995 AIにおけるプロダクション・システム　-基本的操作とプログラム化-
昭和59 6996 言語の意味表現システムの試作　-SHDLUシステムに基づいて-
昭和59 6997 コンピュータによる会話型観光案内　(上)
昭和59 6998 コンピュータによる会話型観光案内　(下)
昭和59 6999 小樽商科大学における女子学生の意識
昭和59 7000 小樽商科大学学生食堂における待ち行列　（上）
昭和59 7001 小樽商科大学学生食堂における待ち行列　（中）
昭和59 7002 小樽商科大学学生食堂における待ち行列　（下）
昭和59 7003 待ち行列のコンピュータシミュレーション　（上）
昭和59 7004 待ち行列のコンピュータシミュレーション　（下）
昭和59 7005 おたる水族館におけるショータイム改善案　（上）
昭和59 7006 おたる水族館におけるショータイム改善案　（下）
昭和59 7007 パソコンBASICによるPERT
昭和59 7008 日本語ワープロのキーボードの最適配置　-その考察と実証-
昭和59 7009 RLISP版構造化エディタ付PORTABLE-PROLOG
昭和59 7010 PL/Mによるマイクロ・コンピュータ用ソフトウェアの開発

昭和59 7011
フリッカー検査装置とクレペリン精神作業検査を用いたコンピューター・オ
ペレーターの眼の疲労に関する一研究

昭和59 7012
Alcoholic Attitude of Students. Part.Ⅲ　-小樽商科大学と北海道大学の女
子学生における飲酒行動の研究-

昭和59 7013
職業適性検査とは何か　-労働省編一般職業適性検査(第二)の実施と考
察-

昭和59 7014
商大生における性格特徴と最適職業の考察　-職業興味テストとY-Gテスト
の比較考察-

昭和59 7015
Alcoholic Attitude of Students. Pt.1 大学生における飲酒行動に関する研
究　-特に小樽商科大学における研究-

昭和59 7016 子どもの知的発達と言語習得との関係
昭和59 7017 精神薄弱者（児）の就学
昭和59 7018 古代ローマにおける飲酒
昭和59 7019 英語科教育法研究

昭和59 7020
Alcoholic Attitude of Students. Pt.1 男子大学生における飲酒行動　-特に
文系・理系大学についての比較研究-

昭和59 7021 寡占市場とその経済分析

昭和59 7022
DM戦略　-その実際と到来するダイレクト・マーケティング界における必要
性-

昭和59 7023 企業広告の理論と現状
昭和59 7024 マスメディアと広告　-マスコミ広告の現状とその問題点-
昭和59 7025 ニューメディア時代における企業の姿
昭和59 7026 問題商品と広告
昭和59 7027 ライフ・スタイル　-その分析と応用-
昭和59 7028 トヨタとホンダの広告戦略の比較
昭和59 7029 日本の社会事情　-雇用労働問題と高齢化社会について-
昭和59 7030 日本の広告業界の現状と一業種一社制への可能性
昭和59 7031 マス＝メディアの社会的責任
昭和59 7032 ビッグスーパー3社の戦略　-ダイエー・イトーヨーカドー・西友-
昭和59 7033 広告の舞台裏を探る　-現代の企業活動は広告なしには語れない。-
昭和59 7034 成熟社会における、企業の経営戦略としてのCI
昭和59 7035 絵画は商品か
昭和59 7036 現代文化状況での企業広告戦略　-音楽メディアを中心として-
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昭和59 7037 「通信事業における新時代」　-第二電電・新電電のゆくえ-
昭和59 7038 小樽の商品性
昭和59 7039 生命保険とそのマーケティングに関する一考察
昭和59 7040 ニューメディア社会の諸概念　-その肯定的側面と否定的側面-
昭和59 7041 新時代の到来　-ニューメディアにどう対処していくべきか-
昭和59 7042 スキー用品市場の実態　-消費者意識とマーケティング戦略-
昭和59 7043 商品と労働　-資本主義社会における労働の位置-
昭和59 7044 団交拒否紛争における司法救済の限界
昭和59 7045 CADデータ入力システムの研究開発
昭和59 「7046」は修士論文
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